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いうのは、1930 年の霧社事件が及ぼした台湾統治の見直しと 1935 年の支那
事変に始まる台湾総督府の皇民化運動開始（大衆メディアの漢文欄廃止は
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  激情の嵐！ 
  アーニヤの唄は誰にも触れられ 
  ない女の心があつた 
虹のついた、青ざめた乳 
本能の火焔をふく牛男―グスタフの怒號…… 
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  疑おうとし 
白と黒は混交して分かれない 
  恐怖 
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ボー」の詩人 水蔭萍」（『詩と思想』2018年 3月）。 
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28 スペンダーの該文は、“The Modernist Movement Is dead”, The New 





































































28 スペンダーの該文は、“The Modernist Movement Is dead”, The New 
York Times BookReview,3 August1952。華語圏では最初に香港の『文藝新
潮』第2期（1956.4）に雲夫訳「現代主義派運動的消沈」として訳載、次い
で台湾の覃子豪主編『藍星詩選』第二輯（1957.10）に「現代主義的運動已
經沈寂」（余光中訳）として掲載されている。陳瀅州「1950年代台香両種
“現代”開端：以《現代詩》與《文藝新潮》爲観察対象」（『文史台湾学報』
第11期、国立台北教育大学、2017）を参照。 
29 スペンダーは、1957年 9月に日本で開催された国際ペンクラブ大会で訪
日している。台湾訪問の事跡はないが、おそらく香港を経由しての日本訪問
であったと思われ、現代派運動に参加した詩人たちの同時代的な関心をよん
だことが考えられる。それについての最近の研究に、劉奎「翻訳的政治：冷
戦初期台湾和香港対現代詩的訳介及其差異」（『新詩評論』第22輯、北京大
 
学出版社、2018）がある。 
30 その可能性については李敏勇「歴史之海的落日，蒼茫之夜的靈魂──覃
子豪（1912～1963）的浪漫情懐和漂泊心」（『文訊』392号、2018）も、覃子
豪と同時期に東京左聯に加盟していた詩人・雷石楡の台湾での例を挙げなが
ら指摘している。李敏勇は本省人詩人中心の『笠』グループ第2世代の代表
的詩人のひとりだが、上記を含め近年の彼による現代派運動期を中心とした
冷戦体制下の台湾詩人論に、『戦後台湾現代詩風景―双重構造的精神史』（九
歌、2019）がある。 
31 四方田犬彦『台湾の歓び』、岩波書店、2015、171頁。 
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